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市内の就労支援施設に通所している障がいのある方
描く紙の大きさはＡ４と決まっており、鉛筆のみで、イラスト本や頭の中にある

イメージを一気に描きあげます。
色付けされるのを嫌っていましたが、今年度、市内子ども園や放課後児童クラ

ブの子どもたち、中学生たちが色付けしてくれたのを見て、自分の作品がみんな
に認知され、広がりを持つことができたことをご家族と一緒に大変喜んでいらっ
しゃいます。

今年度は、ご家族の強い意向から始まり、県内各地でイラスト展を開催する活
動を始めました。



  

　大館市では、第７次社会教育中期計画（令和２年度～５年度）の重点施策に障害者の生涯学
習の推進及び共生社会の学習の充実を掲げています。また、令和２年度には先導的共生社会ホ
ストタウンの認定を受け、共生社会の実現に向けた全庁横断的な取組を行っています。それを
受け、学校卒業後における障がい者の生涯学習の機会の充実を図るため、大館市生涯学習連携
協議会を設置しています。
　私は、本協議会の会長を今年度から拝命いたしました。教育事務所において、生涯学習・社
会教育を主な業務としている私ですが、障がい者の生涯学習との関わりはこれまで少なかった
ため、勉強しながらの一年でした。そんな私ですが、障がい者の生涯学習に関する忘れること
のできないエピソードがあります。
　今は亡き私の祖父は、３０歳代後半に糖尿病を発症し、それが原因で５０歳を目前に失明し
てしまいました。元々、明るく元気な祖父でしたが、失明して障がい者となってからは外に出
ることを嫌い、家の中で寂しく過ごす毎日でした。正直、家族にとってもつらい毎日でした。
そんな祖父が失明してから５年ほど経ったある日、「映画を見に行きたい」と、突然話をしたの
です。家族はびっくりしました。「目の見えない祖父が映画なんて、、、」家族は本当に心配しま
した。楽しむことができず、自分自身に失望して帰ってくるのでは、と思っていました。
　しかし、祖父は笑顔いっぱいに帰ってきたのです。その後、映画鑑賞が生きがいとなった祖
父には笑顔が増え、それと共に、家族にも笑顔が増えたことを覚えています。
　今になって思うと、祖父にとっての映画鑑賞が障がい者の生涯学習であったのではないでしょ
うか。祖父が見せてくれた「笑顔」を、本事業において多くの障がい者から引き出すことがで
きないか、それがこの一年の目標でした。事務局を担った教育委員会生涯学習課、そして、委
員である多様な関係機関・団体等の皆様も同様の目標をもっていたように感じます。年３回実
施した本協議会では、委員の皆様から貴重な御意見をたくさんいただき、それを基に予定時間
を過ぎてまで協議しました。コロナ禍でも学びを止めないためにできることは何か、公民館を
中心とした社会教育施設ができることは何か、どのような講座を障がい者は求めているのか、
協議は多岐にわたりました。その協議の一つ一つが、障がい者の笑顔につながるものでした。
　はじめは恐る恐る講座会場に入ってくる障がい者の方々、その方々が講座を通して帰りには
笑顔いっぱいに帰っていく。そのような笑顔にたくさん出会うことができました。おそらく、
障がい者の方々は各家庭に帰ってから、ご家族に講座の様子を笑顔で話し、それを聞いたご家
族も笑顔いっぱいになったのではないでしょうか。そんな「笑顔」に出会ったり想像したりす
ると、私までも笑顔になりました。
　障がい者の生涯学習は、社会一般には認知度が低い学習であるため、解決しなければいけな
い課題もまだまだ多いと感じます。しかし、必ず必要とされている学習です。本市の事業・講
座がより充実するとともに、先進事例として他市町村、関係機関等に周知・啓発されることで、
これまで以上に多くの障がい者の、多くの笑顔が生まれることを期待しています。

障がい者の笑顔に出会って　　　　　

大館市生涯学習連携協議会　会長 
秋田県教育庁北教育事務所　
主任社会教育主事

櫻　庭　　直
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　　今年度の私の遊びの目標に、「鳳凰山に５回は登ろう」があった。年に３００回以上も登っ
ている人からすると何と微々たる目標であるが、当の本人にとってはドキドキものである。５
月から毎月１回のペースで７回登り、一応目標は達成できた。今、「趣味はなんですか？」と問
われれば、山登りもその１つとして答えるだろう。
　さて、障がい者の生涯学習事業が２年目に入った。今年度は昨年度の講座をベースにしなが
らも木のリース作り、生花、ボッチャ大会、パン作り、楽しむ音楽等があった。ほとんどの講
座に参加させてもらったり、参観させてもらったりしたが、参加している方々がとてもよい顔
をしている姿が嬉しく映った。生花はアーカイブ配信であり、新設のパソコン講座も時代の要
請を感じるものがあった。さらに、今年度はこれまで学校を中心に展開していた比内支援学校
の青年学級が初めて大館市中央公民館で開催され、スタッフを含めて５０人弱の参加者で賑わっ
た。全講座の参加人数をトータルすると昨年度を上回っていると思う。
　その要因を考察してみると、まず２年目の講座展開を短時間で熟考し、挑戦していることで
ある。何の講座がヒットするのかを迷いながらも、打ち上げ花火的にまず実践してみる姿勢が
評価できる。
　次に、連携協議会の委員の方々の姿勢に変化が見られたことである。本事業を推進するために、
関連するトップの方々に参加してもらっている。その方々が机上の理論だけでなく、実際に講
座に参加して意見を述べ本気で本事業を充実させようとしている。「どこどこのカレーが美味し
い」と言われても、やはり風味も臭いも雰囲気も、ましてや作っているマスターの顔すらわか
らない。やはり、百聞は一見に如かずである。   
　最後に本事業を総括する生涯学習課がタフである。参加者の少ない講座にもめげずにしっか
りと前を向いている。連携協議会での意見のなかには無理難題もあるが、これからの市の障が
い者講座の充実のためには傾聴していきたいものも少なくない。講座出席者からの意見聴取、
本事業に係るホームページや市広報での情報発信、障がい者の「がい」のひらがな表記など、
今年度の協議会後にすぐに実践した事項も多く、当課の懐の深さを心地よく感じている。
　翻って、鳳凰山の山登りではいやなことも多い。鳳凰山に登れば大概な山には登れると言う
ほどきつい箇所がある。特に、１合目から３合目までと７合目から頂上までの体感斜度７９度
の区間である。「何で自分は登っているんだろう」「引き返す勇気も必要だ」などと、本当によ
く考える。そして、毎回思うのが、この１歩の積み重ねのずっとずっと後に頂上があること、
いくら大股で歩いても、走っても１歩目の次が２歩目で、２歩目の次が３歩目・４歩目という
事実である。きつい時ほど、幼児でもわかるこんなアホなことを考えながら登っている。
  本事業も今年度で２年目を終え、３年目につながる。本事業の今の進捗状況が何合目に位置す
るのかはわからないが、この１年の１歩が、次につながることは確かである。コロナで翻弄さ
れた時代も、今春から感染症法の分類が変わり、規制緩和とともに講座運営もしやすくなると
思う。まだ、コロナ禍ではあるが、連携協議会委員の方々を始め生涯学習課のスタッフと共に、
誰もが笑顔になる本事業の充実を目指して、次の３や４のステージに向けた取組を支えていき
たい。

『やっぱり、２の次は３ですね』　　　　　

コーディネーター
佐　藤　正　好
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こんにちは！「はちくん」です。
大館市観光キャラクター
兼 教育委員会 指導主事・社会教育主事
を委嘱されています。
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■▲■第１回大館市生涯学習連携協議会に係る会議資料■▲■
～ 障害のある方がより講座に参加するために ～

令和４年７月５日
佐藤ＣＯ

【一般組織】

《会議出席者》
・施設長 ・校長
・協会長 ・○○長
・他

《中間者》
・主任 ・職員
・世話人 ・介護人
・他

《本事業対象者》
・障害のある方

［まとめると］
・まず、障害のある人に直接伝える方が理解していないとよく伝わらない
・その中間者の職員が、実際の講座に参加することで理解が広がる
・１／３の理論：職員が１０人～１／３が反対、１／３がまぁまぁ理解、１／３が積
極的に理解：つまり３人が参加の可能性がある

R4　第１回コーディネーター資料
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R4　第３回連携協議会　コーディネーター資料
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